
公 開 講 演 会 
 
１ テーマ  

 「江戸・東京の水模様」 
 ---多摩川に鮎が 1200 万匹帰って来た--- 
 
 内 容 
  以前、死の川と呼ばれた多摩川に年間 1200 万匹 
 を超える天然アユが溯上しています。川で遊ぶ子供 
 たちからは歓声が聞こえ、隅田川のウォーターフロ 
 ントはかつてない活気に湧いています。2020 年に 
 は水辺でお客さまにどんなおもてなしができるので 
 しょうか。 
  私達が「水」とどう関わってきたのかを振り返り 
 ながら、これからの付き合い方を考えます。 
 
２ 日 時 
  平成２５年１２月２日（月） 
  １４時００分～１６時００分 
 
３ 講演者 栗原 秀人氏 
 略歴：昭和５０年建設省入省。下水道を中心に河川、ダム、砂防、海岸など 
    川や水に関係する仕事に従事。京浜工事事務所長（多摩川、鶴見川等 
    の管理を担当）、下水道事業課長等を歴任。 
    現在、メタウォーター㈱勤務。ＮＰＯ法人２１世紀水倶楽部理事、 
    ＧＫＰ（下水道広報プラットホーム）企画運営副委員長として活動。 
 
４ 会 場 
 角筈区民ホール（角筈区民センター３階） 東京都新宿区西新宿４-３３-７（下図参照） 
  バ ス：新宿駅西口 京王バス「Ｓ０１新都心循環」パークハイアット東京前 
  Ｊ Ｒ：新宿駅南口 
  地下鉄：都営大江戸線 都庁前駅下車（Ａ５出口） 
  私 鉄：京王新線 初台駅下車（オペラシティー出口） 
 
5 応募方法等 
 受講料：無 料 
 応募方法：住所・氏名・電話番号を明記 
     のうえ 11 月 22 日までに下記 
     の応募先までお申し込み下さい。 
 FAX：03-3346-3055 
 Ｅメール：watanabe@setubikyo.or.jp 
 
 お申し込みを頂いた方より先着順とし、 
定員超過の場合はご連絡申し上げます。 

 

一般社団法人 
東京下水道設備協会 

 

多摩川を溯上するアユ 野村保倫さん撮影 


